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「広報のと」3 月号の印刷費は一部当たり 26 円です。 PIN No.P13 - 0179
環境保護印刷：クリオネマーク認証

この印刷物は、E3PA のゴールドプラ
ス基準に適合した地球環境にやさし
い印刷方法で作成されています。
E3PA：環境保護印刷推進協議会

スマホで「広報のと」

「マチイロ」でいつでも広報にアクセス
　スマートフォンやタブレット端末で「広
報のと」を読むことができるアプリ「マチ
イロ」。簡単操作で広報最新号や過去のバッ

クナンバーを気軽に閲覧することができま
す。ダウンロードや閲覧は無料。通信料意
外はかかりません。ぜひご活用ください。

日時　5 月 7 日㊐　雨天決行

　　　　　7:30 ～ 8:30　受付・健康診断

会場　柳田運動公園（柳田体育館・野球場）

申込　3月31日㊎まで  消印有効

　＊参加申込書に参加費を添えて最寄りの金融機関窓口
　　（興能信用金庫の場合、手数料は不要）へ持参。
　　用紙は役場各庁舎、各公民館、興能信用金庫各店窓口、
　　教育委員会事務局などにあります。
　＊現金書留・郵便小為替で事務局へ郵送または持参
　＊インターネット・携帯サイト（http://runnet.jp/）

第31回

猿鬼 歩こう走ろう健康大会

種目
　○走ろうの部
　　ハーフ、10 ｋｍ、5 ｋｍ、3 ｋｍ
　　※ハーフは 12 時までの時間制限が
　　　ありますのでご了承ください。
　○歩こうの部（当日申込も可）
　　せせらぎコース 6ｋｍ
　　やませみコース 10ｋｍ
　　健脚猿鬼コース 16ｋｍ

参加費
　歩こうの部：1,500 円（年齢は問いません）
 　走ろうの部：一般 3,000 円、高校生以下 1,500 円
　　　問猿鬼歩こう走ろう健康大会事務局
　　　　（教育委員会事務局内）

　☎ 0768-72-2509　FAX：72-2393
　　e-mail：kyouikuiinkai@town.noto.lg.jp

ゲスト 

深紅の花「のとキリシマツツジ」を楽しもう！！

金沢星稜大学人間科学部教授
ロサンゼルスオリンピック
　陸上 400 ｍハードル日本代表選手

【世界一
足の速い神主】

大森重宜さん
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P L U S

「行政」「人」「地域の魅力・価値」を「プラス」でつなぐ情報誌

集
落
に
春
告
げ
る

小
さ
な
来
訪
神



小
さ
な
鬼
た
ち
が
春
を
告
げ
る

― 

能
登
の
ア
マ
メ
ハ
ギ

耕
作
に
向
け
気
持
ち
新
た
に

― 

十
七
夜
祭
り

　

鬼
に
扮ふ

ん

し
て
春
の
到
来
を
知
ら
せ
、
怠
け

癖
を
戒
め
る
国
指
定
重
要
無
形
文
化
財
の
行

事
「
ア
マ
メ
ハ
ギ
」
が
立
春
前
夜
の
2
月
3

日
、
秋
吉
、
河
ヶ
谷
、
清
真
、
宮
犬
地
区
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
能
登
内
浦
地
区
の
ア
マ
メ

ハ
ギ
は
小
学
生
か
ら
中
学
生
ま
で
の
子
ど
も

が
、
鬼
に
扮
し
て
家
々
を
巡
る
の
が
特
徴
。

い
ろ
り
や
こ
た
つ
に
あ
た
る
こ
と
で
で
き
る

火
だ
こ
「
あ
ま
め
」
を
剥
ぐ
と
脅
し
ま
す
。

　
「
能
登
の
ア
マ
メ
ハ
ギ
」
は
平
成
30
年
11

月
、
国
内
の
類
似
の
行
事
と
と
も
に
「
来
訪

神
：
仮
面
・
仮
装
の
神
々
」
と
し
て
ユ
ネ
ス

コ
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
予
定
で
す
。

秋吉公民館では千個以上の
竹灯籠を作成し、道ばたを
彩った。1 月 28 日は行事に
先駆け、公民館グラウンド
に鬼の面を描き、アマメハ
ギを盛り上げた。

河ヶ谷地内の夜道を行く鬼たち。河ヶ谷では保育園児
から小学 2 年生までの 3 人が鬼役をつとめた。

（左）訪問先ではお菓子などが手渡される
（下）子どもたちを脅しながらいろりの周りを巡る鬼たち

　

柳
田
の
重
年
集
会
場
で
2
月
12
日
、
十
七
夜
祭
り

が
あ
り
、
氏
子
な
ど
25
人
が
神
事
に
臨
み
ま
し
た
。

地
区
に
あ
る
日
宗
屋
神
社
の
神
が
カ
ブ
を
も
た
ら
し

て
飢
え
を
救
っ
た
と
い
う
言
い
伝
え
か
ら
、
お
供
え

物
や
料
理
に
カ
ブ
を
使
う
の
が
特
徴
で
す
。

　

宴
席
で
は
「
松
祝
い
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
松
の

木
を
田
ん
ぼ
に
見
立
て
て
い
て
、
枝
を
つ
か
む
子
ど

も
は
耕
作
を
妨
げ
る
カ
ニ
を
表
し
て
い
ま
す
。
祝
い

歌
を
歌
い
な
が
ら
木
の
周
り
を
巡
り
、
枝
を
つ
か
ん

で
い
る
子
の
手
を
枝
か
ら
離
し
ま
す
。
こ
の
動
作
は

田
ん
ぼ
を
ま
め
に
見
回
り
す
る
様
子
を
模
し
て
い
ま

す
。
出
席
者
は
滑
稽
な
や
り
と
り
に
笑
い
声
を
あ
げ

な
が
ら
、
春
の
到
来
を
喜
び
ま
し
た
。

神前に供えられた大きなカブ

松を立てようと力を込める氏子と枝にしがみつくカニ役の子ども

「目出度し」の声と共に 3 方に松を立てると、宴席に座る人は「万歳楽土」と返す
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